
「⼿話・ろう者学研究フェス2026」開催決定のお知らせ 
 
 
 このたび、下記の要領で⽇本⼿話による学術イベントを開催いたします。 
 本イベントを通して、研究とはどのようなものかについて、ろう者・聴者の参加者が明確
なイメージを持つ助けとなればと思います。 
 

 
記 

 
「⼿話・ろう者学研究フェス2026」 

 
⽇時：10⽉10⽇（⼟） 13:00~16:00 対⾯開催 

 
会場：慶應義塾⼤学 ⽇吉キャンパス 来往舎（横浜市港北区） 

 
◎プログラム 
 
受付  12:20-12:50 
 
第１部 ポスター発表 13:00-14:00 
    ろう者を中⼼とする発表者がそれぞれの研究体験を共有します。 
    使⽤⾔語：⽇本⼿話・書記⽇本語（ホワイトボードの⽤意あり） 
 
第２部 フロアディスカッション 14:30-16:00 
    「ろう者が研究を⾏うということ」 
    話題提供者：⼩林洋⼦（筑波技術⼤学講師）・相良啓⼦（国⽴国語研究所PD） 
     司 会 ：⽮野⽻⾐⼦ 
    使⽤⾔語 ：⽇本⼿話（⽇本語-⽇本⼿話通訳あり） 
 
参加無料・事前申し込み不要 
 
主催：⼿話・ろう者学研究フェス2026実⾏委員会 
共催：科研費基盤（B）「⼿話⾔語における談話的特性とその発⽣：統語論・意味論との連
携と応⽤（課題番号24K00064）」・東京⼿話⾔語学研究会・慶應義塾⼤学松岡和美研究室 
 
問い合わせ先：sldsfes2026@gmail.com 
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